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　ドイツのハノーファー市立アイレンディーレ公園は市街地の真中にあり、広大な面積の公園は戦時中、連合軍
の空襲から避難した多くの市民の命を救ったといわれています。市街地から公園内に入ると、そこは沢山の木々
が生い茂る自然の森です = 写真。園内の自転車道で、市民は静かな森の散歩やサイクリングを楽しんでいます。
倒木の幹や枝もそのまま放置されていて、人の手は一切加えられていません。樹林の全てを自然に委ねるという
強い哲学が感じられます。
　日本では市街地の樹林が切られて住宅や駐車場
に変わり、どんどん減ってしまいました。僅かに残っ
た樹林も強い間伐や剪定を受け、落葉は集めてゴ
ミとして焼却されています。倒木や落枝の事故を恐
れ、落葉が雨樋に詰まるとの苦情を心配してのこと。
樹林が身近にあることのマイナス要素も多少有る
でしょうが、より大きなプラス要素にそろそろ気づ
くときに来ているのではないでしょうか。
　東京にも哲学をもってふるさとの森づくりを実施
した人がいます。品川区東禅寺の千代城博光住職
です。2010 年 4 月と翌 2011年 4 月の 2回、都心
のお寺の境内に開創400年を記念してシラカシ・アラカシ・タブノキなど45種類、合計2800本の苗木を500
人の市民が植え付けました。この時の千代城住職の言葉「悠久の森は確かな（科学的な）方法と植栽後の明確
な維持の工夫が必要。たとえ住職でさえ伐れない手が出せない『伐らずの森』にする。この森はきっと鬱蒼とし
た『天下の陰涼樹』となる」。
　彼は続けます。いい人では森は守れない。あの和尚はウルサイと思わせることが大事。木を伐れと主張す
る人にはこんなふうに言ってあげる。「貴方のように木を伐れと叫ぶ人よりも緑を守ってくれと密かに願う
人のほうが多い。貴方は（その人達の）犠牲になっている。（ちょっと我慢して）多くの都民の役に立って
いると思えば愉快ではないか」。東禅寺では落葉を捨てること無く全て林内に戻しており、森は驚くほど順
調に生育しています。
　レナフォでは今まで新しくふるさとの森を創ることに集中してきました。この方向は今後も変わりません
が、これからは以前に実施された森づくりの姿をフォローアップすることもその活動に加えて行こうと思っ
ています。その最初のイベントとして昨年 11月 12 日に「森の調査会」を実施し、植栽後 10年ほど経過し
た3カ所の現場を訪れました。ふるさとの森づくりを通じて森の大きな恩恵に一人でも多くの人が気づいて
欲しい。時間がかかるでしょう。しかし倦まず弛まず愚直に主張し、行動して行きましょう。多くの人々が
ハノーファー市民と同じ目で森を見てくれる日まで。　　　　　　　　　　　　　　　　　（髙野　義武）
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（2016年11月12日、神奈川県秦野市・平塚市・海老名市）
　宮脇昭横浜国立大学名誉教授の提唱される「ふるさとの木によるふるさとの森づくり」。例えば10年前の同先生
指導の植樹祭でポット苗を植えた「あの場所」は、今はどのような森に――？専門的な視点で、10年後の森３カ所
を散策・調査しました。

▼主催：レナフォ　▼協力：社会福祉法人進和学園、株式会社
研進　▼参加者：22人　▼参加費：2500円　（ランチ込み）

★調査地① 
出雲大社相模分祠「千年の杜」（秦野市平沢）
　2007 年 6月 3日、面積 3,000 ㎡、苗木は 55種類 12,000 本、
参加者 1,700 人という大規模な植樹祭。当時、2m のマウンド
は法規制などから作られず、側溝を掘ることで高低差 2m を確
保したという。現在はその側溝に湧水が流れ蛍の住むせせらぎ
に＝写真㊤。（植樹時の同じ場所写真㊦）
▼行程：
9:00　小田急線秦野駅集合、マイクロバスで出発。
9:20　「千年の杜」に到着。樹高 10m 近い木もある森の中を散策

したあと、隣接の御嶽神社本堂で植樹祭当時の記録映像を
拝見。草山清和宮司から同神社が秦野市や地域の諸団体、
住民とともに進める里山の森林管理や森づくり活動の取り
組みなどを聞いた。

★調査地② 
 社会福祉法人進和学園 「しんわルネッサンスの森」（平塚市上吉沢）
　2006年 4月、同学園敷地の周囲1,442㎡に、シラカシ、アラカシ、タ
ブノキ、スダジイなどの広葉樹の苗木 52 種類  4,888 本を 570 人の参
加者が植樹。近隣に障害者のための福祉工場ができることに心配する声
があったものの、植樹祭で地域の保育園児なども一緒に植えて共通体験
の機会を持ったことで、スムーズに地域に溶け込むことができたという。
10年目を迎えた「森」は9mを超えていた＝写真㊦。
▼行程：
12:30　同学園到着。窓外が「森」に囲まれた食堂で昼食

をとったあと会議室でガイダンス。研進の出縄貴
史社長が同学園の活動内容などを、同行したエス
ペックミックの髙野義智氏が、仙台・輪王寺の参
道や境内の森を撮影したドローン映像を紹介＝
写真㊤。続いて出縄社長の案内で苗木の生育状
況が経年で見られる実験植栽地などを見学した。

★調査地③
高座清掃施設組合「高座の杜」（海老名市本郷）
　2006 年 10 月 1日、面積 1,875 ㎡、苗木は 42 種類
7,840本、参加者900人の植樹祭。当時植樹祭の準備作業を担当したエスペックミックの前田文和氏によると、植
樹祭中止寸前の危機的ハプニングがあったとか。通常は乾燥状態で使う肥料の鶏糞が生に近い状態だったため、
匂いが強烈なうえ発酵が進んで夕方から温度が急上昇、苗木の根が腐って枯れる恐れが出た。鶏糞と土壌をさら
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に混ぜ、出てきた液体は側溝を作って流すなど零時ごろまでかけて応急
の作業を尽くした。当日は雨が降ったこともあって、幸い苗木に障害は出
ず、見事な森に育っていた=写真㊨㊦。
▼行程：
15:20 「高座の杜」到着。植樹祭当時の状況をレナフォの恩田重男副理

事長が紹介。同清掃施設組合の許可を得て、このあと 2グループ
に分かれて森の中に入り、プレ植生調査（担当：髙野義智氏）とプ
レ毎木調査（担当：髙野レナフォ理事長）を行った＝写真㊨㊤。

17:00    小田急線海老名駅　解散

★参加者の感想
・高座の杜でのプレ毎木調査で推定 CO2 固定量が算出できて興味深かっ
たが、年間の固定量が一般家庭の排出量 8 軒分だという。まとまった面
積の森を作らないと十分に社会貢献できないと思った。

・10 年の森、20 年の森、30 年の森を比較して見たいと思った。森の中に
散策路を設けると憩いの場になるのでは。

・高座の調査は初心者には難しかった。出雲大社の、荒れた薪炭林への宮
脇方式の森づくりの導入が興味深かった。

・いろいろ植樹祭に参加したが10 年目の森を観たのは初めて。10 年経っ
て伸びる木と枯れていく木があり、世の中の縮図のようだ。

・高座の杜のプレ調査で、まさに「ふるさとの森づくり専門家研修」で学んだ、森の成り立ちの一部を確認すること
ができた。樹高計測では、自動計測機、分度器、巻き尺と用意してきたものの、森の中では難しさを思い知らされた。
どんぐりを見て、森の中の空洞化に触れ、柔らかい土壌に触れ、匂いを嗅ぎ、同定し、計測し、CO2固定量の算出、と、
驚くばかりの調査会であった。

（2016年10月22日、横浜市中区桜木町　レストランH×３）
　総会には正会員39人（出席15人、委任状 24人）が参加し、「2015
年度の事業報告と決算報告」と「2016年度の事業計画と予算」が付議、
可決されました。閉会後の交流会は16人が参加。16年5月のめぐりの
森植樹祭の映像が上映され、スピーチなどで懇親を深めました。

★湘南国際村めぐりの森　育樹イベント
　（2016年11月6日、神奈川県横須賀市湘南国際村）
▼主催：レナフォ、進和学園、（株）研進　▼主な参加団体：「どんぐり
ブラザーズ」（進和学園 他 連携福祉施設）、NOK グループユニオン本
社支部、アヴィバ（株）、三井住友海上火災保険（株）、東京海上ミレ
ア少額短期保険（株）、（一社）神奈川県建築士会

　当日は強い海風ながら晴天に恵まれ、2013年に植樹されたA地区で、
参加者 136 人が 6 班に分かれて草抜きなどを行いました。大人の背丈を超えるセイタカアワダチソウを除去し
たり、剪定ばさみを使ってススキを除去したりと、素手では手に負えない雑草を相手に重労働となった場所もあ
りました。

育樹イベント育樹イベント育樹イベント

2016 年通常総会・交流会2016 年通常総会・交流会2016 年通常総会・交流会
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受賞団体　ご紹介受賞団体　ご紹介受賞団体　ご紹介

◎曹洞宗金剛宝山輪王寺（仙台市青葉区北山）　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016 年 11 月 11 日
＜公益財団法人都市緑化機構・第 36回緑の都市賞「都市緑化機構会長賞」（緑の事業活動部門）＞
　「県道トンネル工事のためスギ並木が伐採された参道の森を復旧した経験を生かして、東日本大震災被災
地で復興の森づくりに取り組んでいる」と評価された。植栽地造成などを担ったエスペックミック株式会
社（愛知県大口町）とともに受賞。伊達家の菩提寺である同寺の日置道隆住職は、宮脇名誉教授の指導の
もと 60種 3万 3000 本の広葉樹の苗を植えて参道の森を復旧（伐採されたスギ並木 550 本）し、その後も、
一般社団法人森の防潮堤協会理事長として大震災被災地の海岸林の復興などに協力し尽力している。
（http://www.especmic.co.jp/weblog/　ホームから「緑の都市賞受賞」へ）

◎株式会社家具の大正堂（神奈川県相模原市南区上鶴間本町）　　　　　　　　　　　2016 年 11月 21日
＜公益社団法人環境生活文化機構・持続可能な社会づくり活動表彰「環境大臣賞」＞
　宮脇方式の森づくりを、自社裏手の社有地「道正山るーたんの森」（約 1500 ㎡）で、2013 年から社員
や地域住民の参加により進めている。苗木の提供や森づくりの技術指導を、レナフォの協働団体の進和学
園から受けて、斜面の土留などの杭に不要になった家具を活用する同社ならではの取り組みも評価された。
渋谷金隆社長は、宮脇名誉教授の指導を受ける「青年塾森の防潮堤ボランティア隊」隊長として、2012 年
から続いている宮城県岩沼市の「千年希望の丘」植樹祭に苗木を贈るなど東北の復興支援活動にも参加し
ている。
（http://www.rooms-taishodo.co.jp　ホームから「環境大臣賞受賞」へ）

◎社会福祉法人進和学園（神奈川県平塚市万田）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017年2月1日
＜かながわ地球環境保全推進会議と神奈川県・平成28年度「かながわ地球環境賞」（地球環境保全活動部門）＞
　受賞した活動の名称は、「『いのちの森づくり』プロジェクト」。宮脇方式に基づく「その土地本来の木に
よる本物の森」を再生する取り組みを、2006 年 10 月から各地で実践した植樹・育樹活動が評価された。
活動の担い手は同学園生で障害のある皆さん。授産活動の一環として 80 種類、約 8 万本の広葉樹の苗木を
育てている。植樹実績は 10年の累計で約 80種類 20 万本を超えた。レナフォとは湘南国際村で毎年行われ
ている「連携の森」植樹祭などで協働している。
（ http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f300609/p164035.html ）

NPO法人　国際ふるさとの森づくり協会　（ReNaFo）　
東京事務所　〒154-0023　東京都世田谷区若林5-21-1　             TEL：03-3422-2765  FAX：03-6805-2794
長野事務所　〒389-1223　長野県上水内郡飯綱町袖之山497-4　TEL：026-253-4740  FAX：026-219-1203

★第9回森づくり専門家研修の参加者 募集します　
　宮脇名誉教授が提唱する「ふるさとの木によるふるさとの森づくり」の哲学・理論から実践まで学ぶ森
づくり専門家（植生工学士）研修の第 9回講座・試験の参加者募集要項の骨子は下記のとおりです。
　申し込みはホームページhttp://www.renafo.com/ で受け付けます。
▽日程：6月23日（金）、24日（土）、25日（日）
▽場所：講座（第1、第3日目で9講座）は横浜市内で、第2日目の現場実習は湘南国際村で開催の予定。
▽参加費用（試験費込み）は、55,000円。

★「ふるさとの森」づくりの仲間たち　募集中です
　レナフォの活動は企業や諸団体の助成金と会員の皆様の年会費を資金源にしています。詳細はホームペー
ジをご覧ください。会員申込もホームページからどうぞ。
　年会費は、個人正会員6,000円　個人賛助会員3,000円　団体正会員100,000円　団体賛助会員 50,000円

レナフォからお知らせレナフォからお知らせレナフォからお知らせ

（編集制作：恩田　重男）


